
第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書

主たる業種

計画を推進するた
めの体制

基準年度

（22）年度
第１年度

（23）年度
第２年度
（24）年度

第３年度

（25）年度

WlmmuIQ、 160115.3トン158498.1トン156Ｂ97.2トン１５５３１２．６トン－２０パーセント

】60115.3トン158498.1トンI56B97.2トン155312.5トン－２．０パーセント

事業の用に供す
る建築物の用途

基準年度
（22）年度

第１年度
（23）年度

第３年度
（25）年度

第２年度

（24）年度

-1.01ハーセン
Ｐに{半っｇＦ間ロ
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基準年度

（22）年度
第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度

（25）年度

58.0ｔ二７００錫820､ﾆﾚl82p詞
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第１年度

（23）年度

第２年度

（24）年度

第３年度

（25）年度

0.0トン ０．０トン 0.0トン

0.0トン 0.0トン 0.0トン

0.0トン 0.0トン 0.0トン

0.0トン 0.0トン

0.0トン１．0トン１．0トン１

該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。

「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準であるロ本標準産業分類の細分類番号をいいます。

「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の二年度の事業活動に伴う排出の量又は原単位の数値の平均をいいます。

「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。
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□新規「 変更
（宛先）京都）行知事 』、一 z成か２３年/H９月’３０日

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地）

東京都頭;央区京橋1,派,目5番8号ｉｉｉ１１１柵屡談議露蕊#11蜜ill1i蝿雛１月毒□1'''1IHil+iii菱し)｣:i詮
氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名）

１日:泰冶金)工業株式会I社認蝋iiiij獅這葵己iHmi:;鵡由lIliMii註ご+,i言湿寺ｉｈｌ
代表取締:役社長菱1杉i森蕊誇大鋤lll朧雲1雛ｌｉＬｌＩｌｌ蝿|i:;;1二J小１１霞鍾籔’
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事業者の区分

3回2条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則：■2条第１項第２号又は第３号

負□2条第１項第４号

計画期間 平成123年iiI4月がら平成26年i３月表Ｉで！
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計画を推進するた
めの体制
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温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出の量

事業活動に伴
＞ 

つ 排出の量

評価の対象となる排出の量

目標の根拠
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原単位当たりの温
室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途 原単位の指標
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重点的に実施する取組の実施計画
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具体的な取組及び
措置の内容

段三?111（ ２３ )111菱集葱1度
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裂雛ii-Wlll(２５i）ＩＩＬ年蓋二度:二

重油代替再生油の使用量増加Sil無煙炭代替プラス:チツIク原料の使用に努める６
また8-各種モーターのインバーター化をi進める8い侭||:l雛譲JIlhJ巧窪ＴＴ＝Ｌ二三

重油代替再生油の使用量増加
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重油代替再生油の使用通増加iiIib無煙炭代替プラメI禿ツiク原料の使用に努しめる６
また正一各種モ三:ターのインノ：￣ター化を進める６

通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し

ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由
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森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他の地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力又
は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるもの

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温
室効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計
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備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

1･し太1場光発電段iiii導入にまる電力削減と地域住民との勉強会により地域全体で温暖化防止に努める６
２塵工場敷地内jの緑化推進及Ｉぴその,保全により温暖化防止に努める｡::曇f(i貢翫ｒｉ曰』潅蕊'１１１１瓜lii＃!::ﾘ1il卿騨:IlflHil
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特記事項
，平成20年~平成21年は景気低迷の影響で減産していたため基準年度を平成22年■とした｡(iか｢oiL:しゴ
ｌＰｌ当社製錬方法による温室効果ガス削減は非常に困難であるが＆製品に対するエミネルギーおよびＣＯ
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２原単位の改善に努


